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水
星
に
就
い
て

天

界

生

　
本
年
の
五
月
八
日
に
起
る
べ
き
水
星
の
日
面
経
過
に
就
い
て
は
、
前

文
で
知
り
得
ま
す
が
、
畝
に
は
此
の
穫
ど
利
用
し
て
、
水
星
に
就
い
て

概
念
を
復
習
し
て
見
れ
ば
ミ
存
じ
ま
す
。

　
か
の
五
個
の
肉
眼
的
遊
星
（
火
、
水
、
木
、
金
、
土
の
五
星
）
は
古
代

人
に
も
知
ら
れ
て
居
た
遊
星
で
、
其
の
中
で
も
水
星
は
太
陽
に
最
も
近

い
爲
め
、
多
分
最
も
渥
く
入
に
知
ら
れ
た
も
の
で
せ
う
。
水
星
が
最
初

に
嚢
見
せ
ら
れ
た
時
期
は
全
く
ズ
明
で
す
が
、
そ
れ
に
就
い
て
観
測
し

た
記
録
に
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
帝
の
死
後
六
十
年
の
も
の
が
あ
り
、

更
に
ニ
ネ
ベ
の
天
文
窒
長
が
、
ア
ッ
シ
リ
ヤ
王
ア
ッ
シ
ュ
ー
ル
バ
ニ
パ

ル
に
此
の
星
に
与
す
る
蝋
報
告
を
な
し
て
み
る
事
が
見
え
る
し
。
紀
元

前
百
八
十
年
の
支
那
人
の
観
測
も
残
存
し
て
み
る
。
し
か
し
水
星
は
太

古
に
於
い
て
も
朝
夕
の
天
塞
に
観
望
さ
れ
た
に
異
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。
バ

ベ
ル
の
塔
の
所
在
地
で
あ
っ
た
一
こ
云
は
れ
る
ユ
フ
ラ
チ
ー
ス
河
右
岸
の

ボ
ル
シ
ツ
パ
に
は
、
矛
ブ
カ
ド
ネ
ザ
ル
王
が
其
後
修
繕
し
た
ミ
云
ふ
塔
が

あ
の
ま
し
て
、
そ
れ
に
は
『
地
球
の
基
礎
た
る
宮
』
叉
は
『
地
球
の
七
つ

の
燈
火
の
宮
』
な
る
彫
刻
が
あ
り
ま
す
。
亙
れ
は
ヘ
ン
リ
ー
・
ロ
1
リ
ン

ソ
ン
の
登
見
に
か
・
る
七
つ
の
遊
星
（
太
陽
噛
こ
月
を
含
む
）
の
色
を
有
し

た
七
暦
の
煉
瓦
造
り
の
建
物
ε
一
致
し
、
其
の
第
六
暦
は
水
星
の
色
な

る
青
色
を
有
し
た
事
は
破
壌
の
た
め
に
見
分
け
難
い
様
に
な
っ
て
ゐ
ま

す
が
、
エ
ク
バ
タ
ナ
塁
壁
の
岡
じ
色
合
か
ら
知
る
事
が
出
來
ま
す
。
最

初
水
星
は
二
つ
の
猫
但
し
た
遊
星
、
こ
考
へ
ら
れ
，
過
っ
て
二
つ
の
名
を

與
へ
ら
れ
て
る
ま
し
九
。
エ
ヂ
プ
ト
人
は
一
天
の
星
－
し
し
て
は
セ
ッ
ト

（
。
。
ε
、
宵
天
の
星
－
こ
し
て
は
ネ
ラ
ス
（
【
♂
．
昌
．
）
溝
呼
ん
で
ゐ
ま
し
た
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
人
の
間
に
は
右
に
漏
し
て
ブ
ッ
ダ
（
じ
d
鐸
幽
（
引
、
）
及
び
ロ
ー
ヒ

ネ
ヤ
（
察
・
聖
君
）
ミ
呼
ば
れ
、
ギ
リ
シ
ャ
人
に
は
ア
ポ
・
（
善
。
嵩
。
）
及

び
マ
ア
キ
ュ
リ
ー
（
鼠
①
8
震
図
）
ミ
構
せ
ら
れ
て
る
ま
し
た
。
其
後
二
箇

の
遊
星
ε
想
像
さ
れ
て
る
た
の
は
實
は
一
つ
で
あ
る
事
が
認
め
ら
れ
て

マ
ァ
キ
ユ
リ
ー
な
る
名
稔
が
一
般
に
ギ
リ
シ
ャ
“
ロ
ー
マ
の
世
界
で
與

へ
ら
れ
て
來
ま
し
た
。

　
マ
ァ
キ
ユ
リ
ー
は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
ヘ
ル
メ
ス
ミ
呼
ば
れ
、
「
急
ぐ
者
」

を
意
味
し
ま
す
。
マ
ァ
キ
ュ
リ
ー
は
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ε
マ
イ
ァ
（
ア
ト
ラ

ス
の
娘
ど
こ
の
息
子
で
、
オ
リ
ム
パ
ス
の
山
に
居
た
群
神
の
傳
令
者
で

あ
の
、
自
ら
も
紳
で
あ
っ
て
、
特
に
辮
舌
家
、
導
入
、
族
行
者
及
び
盗

賊
の
庇
護
者
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
冠
に
も
、
足
首
に
も
翼
を
附
け
て

居
り
ま
す
。
そ
し
て
彼
は
善
南
の
絡
み
つ
い
た
カ
ヅ
セ
ウ
ス
¶
こ
呼
ば
れ

る
杖
を
持
っ
て
居
ま
す
。
（
口
才
…
参
照
）（

一
五
）
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肉
眼
的
物
饅
こ
し
て
永
星
は
、
亙
り
屡
々
観
望
し
慰
ま
せ
ん
が
、
見

え
れ
ば
非
常
に
輝
い
て
見
え
ま
す
。
彼
は
太
陽
か
ら
は
約
二
十
八
度
ー

ー
ー
1
獣
帯
宮
の
一
の
長
さ
よ
り
も
短
い
一
1
以
上
は
離
れ
ま
せ
ん
。

曉
天
の
星
－
こ
し
て
は
秋
に
、
宵
天
の
星
－
こ
し
て
は
春
に
最
も
よ
く
観
測

し
得
ま
す
。
最
大
離
隔
（
地
球
の
軌
道
の
軍
面
に
投
影
し
た
る
位
置
が

太
陽
か
ら
最
も
渇
く
離
れ
た
時
）
の
時
に
は
太
陽
の
後
先
二
時
間
も
早

く
浸
し
た
り
、
叉
は
出
た
り
は
致
し
ま
ぜ
ん
。
天
文
學
的
の
傳
設
，
こ
し

て
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
さ
へ
水
星
を
一
生
観
望
す
る
機
會
を
有
し
な
か
っ

た
ε
云
は
れ
ま
す
の
之
れ
も
彼
れ
の
故
國
ボ
ー
ラ
ン
ド
を
流
れ
る
ウ
イ
・

ス
ツ
ラ
川
附
近
の
地
李
線
が
水
蒸
氣
に
富
ん
で
晴
れ
る
折
が
な
か
っ
た

爲
で
あ
り
ま
せ
う
。

　
水
星
の
色
は
蒼
灰
色
で
時
に
は
赤
味
か
か
っ
た
色
合
を
示
し
ま
す
。

金
星
は
照
れ
に
比
べ
れ
ば
、
よ
り
白
く
、
よ
り
輝
い
て
居
ま
す
。
光
度

は
正
三
等
か
ら
負
二
等
の
邊
を
上
下
し
ま
す
。
其
視
直
径
は
地
球
か
ら

の
距
離
に
從
っ
て
約
五
秒
後
ら
十
三
秒
置
愛
化
致
し
ま
す
。

　
水
星
は
太
陽
系
中
に
於
い
て
は
種
々
の
方
面
に
．
異
常
な
遊
星
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ハ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
へ

ま
す
。
そ
れ
は
太
陽
に
最
近
の
遊
星
で
あ
り
、
最
も
多
く
の
光
ミ
熟
ご

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

を
受
け
、
其
の
蓮
勤
が
最
も
迅
建
で
あ
り
、
最
も
離
心
傘
の
大
き
い
軌

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
や
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
し
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

道
を
有
し
（
小
勇
星
を
除
く
）
、
黄
道
に
最
大
の
傾
斜
を
な
し
て
居
ま
す

　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

水
星
は
又
最
小
の
直
径
（
小
遊
星
を
除
く
）
を
有
し
、
凡
て
の
遊
星
中
盤

（
ニ
ハ
）

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

小
の
質
量
を
有
し
て
居
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
パ
ト
ロ
ン

　
水
星
か
族
人
の
庇
護
者
で
あ
る
ε
云
ふ
古
代
の
思
想
は
多
分
此
の
遊

星
が
早
い
宰
相
を
な
す
事
か
ら
暗
示
さ
れ
た
者
で
せ
う
。
太
腸
か
ら
李

均
三
千
六
百
萬
哩
（
五
千
七
百
九
十
二
萬
四
千
粁
）
し
か
離
れ
て
警
ま
せ

ん
か
ら
、
永
和
の
李
均
軌
道
遽
度
は
毎
秒
二
＋
九
哩
（
四
十
六
粁
六
六

一
）
に
達
し
、
其
の
全
速
力
の
時
に
は
勲
章
三
十
五
哩
（
五
十
六
粁
三

一
五
）
も
走
り
ま
す
。
異
っ
た
時
に
於
け
る
其
の
速
度
の
相
違
は
其
の

軌
道
の
大
き
な
離
心
牽
に
由
っ
て
生
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
近
日
鮎
に

あ
る
時
に
‘
は
太
陽
か
ら
僅
に
二
千
八
百
五
十
萬
哩
（
四
千
五
百
八
十
五

萬
六
千
五
百
粁
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遠
口
馳
に
あ
っ
て
は
、
四
千

三
百
五
十
萬
哩
（
六
千
九
百
九
十
日
萬
一
千
五
百
粁
）
に
増
加
し
ま
す
。

換
言
せ
ば
太
陽
か
ら
の
距
離
は
千
五
百
萬
哩
（
二
千
四
百
十
三
萬
五
千

粁
）
の
範
園
内
に
攣
化
し
ま
す
、
そ
し
て
之
れ
も
唯
約
六
週
間
の
期
間

に
起
る
の
で
あ
り
ま
す
、
卒
均
し
て
水
星
は
太
、
陽
か
ら
殆
ん
㍗
ご
地
球
が

受
け
る
熟
－
こ
光
の
六
，
こ
．
四
分
の
三
倍
を
受
け
ま
す
が
、
そ
れ
も
非
常
に

攣
化
が
あ
っ
て
、
近
日
鮎
に
あ
る
時
に
は
遠
日
貼
に
あ
る
時
の
ニ
ー
こ
四

分
の
一
倍
の
量
を
受
け
る
事
に
な
り
ま
す
。

　
水
星
の
公
韓
の
週
期
帥
ち
其
の
一
年
八
十
八
日
に
四
分
の
三
時
間
足

り
な
い
も
の
で
、
地
球
－
こ
は
約
百
十
六
日
目
に
合
こ
な
り
ま
す
。
地

球
か
ら
の
距
離
は
内
合
の
時
に
約
五
干
七
百
萬
哩
だ
与
論
千
百
七
十
一
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萬
粁
）
で
外
合
の
時
に
、
約
一
萬
二
千
九
百
萬
哩
へ
約
田
富
〇
七
百
五
十

六
萬
粁
）
で
あ
り
ま
す
。
若
し
水
星
の
軌
道
面
が
地
球
の
軌
道
面
ε
同

じ
李
面
に
あ
っ
た
ε
す
れ
ば
、
一
年
に
三
回
太
陽
面
を
黒
鮎
．
圓
－
こ
し
て

経
過
す
る
の
が
、
辰
星
の
内
合
の
時
に
見
え
ま
す
。
然
し
其
の
軌
道
面

が
我
が
地
球
の
そ
れ
，
こ
非
常
に
傾
斜
し
て
み
る
爲
め
に
、
そ
れ
等
の
日

面
経
過
は
比
較
的
稀
れ
で
あ
り
ま
す
。
李
均
し
で
百
年
毎
に
十
三
回
起

り
、
常
に
五
月
－
こ
十
一
月
ぐ
』
に
必
ず
起
り
ま
す
。
最
近
の
水
星
日
面
纏

過
は
一
九
一
四
年
十
一
月
七
日
目
、
本
年
五
月
八
日
、
一
九
二
七
年
十

一
月
七
日
、
　
一
九
三
七
年
五
月
十
一
日
等
に
起
る
筈
で
あ
り
ま
す
。

　
水
星
は
遊
星
中
、
小
遊
星
を
除
け
ば
最
小
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
其

の
直
径
は
僅
か
三
千
哩
（
四
千
八
百
二
十
七
萬
粁
）
地
球
の
そ
れ
の
約
三

分
の
一
で
あ
り
ま
し
て
、
從
っ
て
其
の
表
面
積
は
地
球
の
そ
れ
の
約
七

分
の
一
で
あ
り
、
容
積
は
地
球
の
約
＋
八
分
の
一
で
あ
り
ま
す
。
其
の

密
度
は
非
常
に
大
で
あ
り
ま
し
て
、
バ
ツ
ク
ル
ン
ド
に
由
れ
ば
約
一

…
7
五
（
水
は
七
）
に
達
し
ま
す
。
此
の
特
別
大
な
る
密
度
・
は
そ
の
組
成

分
が
全
然
金
旙
で
あ
る
事
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
。
水
星
は
地
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
け
み
ち

よ
り
も
太
陽
に
近
接
し
て
居
の
ま
す
か
ら
、
月
、
こ
同
様
に
盈
虚
が
あ
り

ま
す
が
、
望
遠
鏡
で
な
け
れ
ば
見
え
ま
せ
ん
。

　
望
遠
鏡
で
見
れ
ば
小
さ
い
月
の
様
で
、
我
が
衛
星
・
こ
同
量
に
盈
虚
を

示
す
こ
「
こ
は
下
乗
の
如
《
で
あ
り
ま
す
。
内
合
（
c
）
の
時
に
は
暗
黒
面

が
見
え
、
外
合
〔
A
）
の
時
に
は
照
ら
さ
れ
た
面
か
見
え
ま
す
。
最
大
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
（
B
D
）
の
時
に
は
牛
月
の
様
に
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
そ
れ
は
外
合
ε
最
大
離
隔
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
凸
月
形
で
、
内
合
く
」
最
大
離
隔
－
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
間
に
は
三
ロ
月
形
を
呈
し
ま
す
。
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圖
の
中
央
の
s
は
太
陽
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
星
の
添
方
氣
は
地
球
又
は
金
星
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
様
に
は
濃
密
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
れ
ば
、
日
面
経
過
の
際
に
金
星
の
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
光
の
輪
に
園
ま
れ
て
居
る
の
が
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
か
ら
で
す
。
然
し
な
が
ハ
ツ
ギ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
も
フ
ナ
ー
ゲ
ル
も
共
に
水
星
の
ス
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ト
ル
は
太
陽
の
反
射
光
の
ス
ペ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
が
有
す
る
普
通
の
暗
黒
線
に
加
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
水
蒸
発
に
基
づ
く
或
る
帯
を
示
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
く
し
て
水
星
の
零
馬
事
中
に
水
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
在
す
る
事
を
示
す
こ
報
告
し
て
居
ま

す
。　

水
星
の
ア
ル
ビ
ー
ド
ー
部
ち
反
射
力
は
非
常
に
低
く
、
○
・
＝
二
で

あ
っ
て
、
月
よ
り
少
し
低
く
、
．
他
の
諸
遊
星
よ
り
は
遙
か
低
く
あ
り
ま

（
一
七
）
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す
。
衛
星
は
知
ら
れ
て
居
ま
せ
す
、
叉
あ
り
さ
う
に
も
見
え
る
理
由
が

あ
り
ま
せ
ん
Q

　
諸
遊
星
に
生
命
が
存
在
す
る
か
、
否
か
に
つ
い
て
は
常
に
疑
問
を
起

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
唯
｝
般
的
に
彼
等
・
の
物
理
學
的
血
肥
に
干
す
る

我
等
の
智
．
載
並
に
太
陽
一
光
熟
及
び
各
種
の
輻
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
1

一
の
位
置
に
由
っ
て
答
へ
る
事
が
出
來
ま
す
。
か
忍
る
智
識
に
就
い
て

は
噸
部
分
望
遠
鏡
的
観
測
に
依
頼
し
て
ゐ
ま
す
。
煮
れ
は
水
星
が
太
陽

に
近
い
た
め
に
困
難
で
あ
り
ま
す
。
近
年
群
星
に
於
い
て
水
星
が
未
だ

講
や
水
篶
線
近
く
の
氣
流
の
蓬
上
方
に
あ
る
時
に
か
う
云
ふ
襯
測
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
か
く
し
て
水
星
の
表
面
特
長
の
或
者
は
認
め
ら
れ
て
参

り
ま
し
た
。
其
表
面
は
中
央
よ
り
も
端
が
よ
り
輝
い
て
居
り
ま
す
。
海

や
陸
が
存
在
し
て
居
る
襟
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
　
（
勿
論
あ
る
観
測
者
は

高
い
山
脈
を
盗
見
し
た
一
こ
考
へ
ま
し
た
が
）
現
在
に
於
い
て
は
水
星
の

表
面
は
生
命
に
出
し
て
は
淋
し
い
世
界
で
、
地
球
よ
り
も
寧
ろ
月
に
似

よ
っ
た
も
の
だ
隅
、
二
黒
に
認
め
ら
れ
て
居
ま
す
。

　
斯
の
星
の
精
細
な
研
究
を
始
め
た
の
は
掲
逸
の
シ
ュ
レ
ー
テ
ル
で
、

又
同
國
の
ツ
エ
ル
ナ
ー
も
其
の
表
面
研
究
を
致
し
ま
し
た
。
其
の
後
，

伊
太
利
の
ス
キ
ア
パ
レ
リ
ア
や
W
木
國
【
の
ロ
ー
エ
ル
宜
ハ
他
ω
湖
勘
測
者
が
押
立
ハ

表
面
を
研
究
し
ま
し
て
、
彼
等
は
水
星
上
に
性
質
不
明
の
永
久
的
斑
鮎

（
す
ぢ
）
を
獲
見
し
た
も
の
ミ
信
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
是
等
の
線
の
観
測

（
一
入
）

か
ら
水
星
が
其
軸
を
迅
速
に
自
遣
す
る
事
な
く
し
て
、
唯
太
陽
の
周
を

公
韓
す
ろ
聞
に
一
回
廻
る
ご
云
ふ
驚
く
べ
き
結
論
に
蓬
し
ま
し
た
。
そ

れ
故
に
常
に
水
星
の
同
一
面
の
み
が
太
陽
に
向
い
て
居
る
事
に
な
り
ま

す
。
爲
め
に
此
輝
面
は
常
に
高
熟
で
あ
り
、
其
の
反
歯
面
は
七
四
で
低

温
で
あ
り
ま
す
。

　
水
星
の
事
を
記
し
て
妓
に
忘
れ
る
事
の
勘
來
な
い
の
は
．
其
の
蓮
動

に
は
近
代
の
天
罷
毒
舌
上
の
一
難
問
が
あ
っ
た
事
で
あ
り
ま
す
。
帥
ち

其
軌
道
の
近
日
黙
は
百
年
に
つ
き
五
百
七
十
四
秒
づ
・
前
進
す
る
事
を

見
ま
す
が
、
此
の
現
象
は
既
知
天
罷
相
互
の
引
力
の
み
か
ら
計
算
す
れ

ば
。
五
百
三
十
二
秒
－
こ
な
る
の
で
、
其
差
四
十
二
秒
の
原
因
は
説
明
す

る
事
の
撫
來
な
い
謎
で
あ
㊨
ま
し
た
。
薮
に
於
い
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
引

力
則
が
其
儘
正
し
い
か
如
何
の
議
論
も
出
來
、
一
方
、
太
陽
ミ
水
星
－
こ

の
間
に
今
一
箇
の
遊
星
が
あ
っ
て
、
水
星
の
矩
動
に
愛
惜
を
及
ぼ
し
て

居
る
の
で
は
な
い
か
「
こ
の
考
へ
も
遷
て
其
方
面
の
研
究
も
充
分
に
せ
ら

れ
ま
し
た
。
一
八
五
九
年
に
は
煮
れ
を
糞
見
し
た
¶
こ
云
ひ
出
し
た
人
が

あ
っ
て
、
之
れ
を
ヴ
ル
カ
ン
、
こ
爺
名
し
ま
し
た
が
、
其
後
何
入
に
も
見

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
然
る
に
、
最
近
に
相
封
性
原
理
に
依
り
之

れ
を
解
決
す
る
事
か
出
來
た
の
は
周
知
の
事
で
あ
り
ま
す
。
ア
イ
ン
シ

タ
イ
ン
氏
の
計
算
に
よ
れ
ば
水
星
に
一
こ
つ
て
は
、
其
の
近
日
馳
は
白
年

侮
に
四
十
三
秒
前
進
す
べ
き
で
あ
っ
て
實
際
に
一
致
す
る
の
で
あ
り
ま

す
。
（
以
上
）


